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理念 空間デザイン リノベーション工事
コミュニティマネジメント

これから

・前庭の芝生化
・家具作り
・コミュニティマネジメント
・多世代交流できるイベントの企画
・学内ネットワークの確立
・食物栄養学科とコラボした子ども食堂
・学会・学内研究会による情報発信

現在は毎週金曜日 13 時～ 17 時に集会所を開き平均５人の子供たちが
集まっている。
おひろめ会ではアンケートを実施し、住民の方から集会所の感想や
今後どのように活用していきたいかの意見を頂いた。
今後はそれも参考にしながら人が集まりつながっていくための使い方や
イベントの提案を行い、さらに住民を巻き込んでコミュニティが生まれる
仕組み作りを目指していく。いずれは住民主体での運営やイベントの企画や
実施に持っていこうと考えている。
この集会所は絵本を使った子供向けのものとなったが
残り５つの集会所にも関わっていきそれぞれに個性のあるものを目指したい。
将来的には６つの集会所が一体となって集会所だけでなく
芦屋浜高層団地全体を盛り上げていくことを目指している。

今後の課題

＜第 2回ワークショップ＞
テーマ・空間イメージの提案
事例の提示
→実現するための方法論

＜第 3回ワークショップ＞
案の決定
図面、模型による説明

＜第 4回ワークショップ＞
工事内容説明
住民の巻き込み方
ルールづくりについて

＜第 5回ワークショップ＞
工事内容説明
集会所前広場の使い方
DIY イベントについて
オープニングイベントにむけて

＜第 6回ワークショップ＞
工事進捗状況
オープニングイベントについて

8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月 4月

① ＜顔合わせ＞
芦屋浜団地概要
活動の流れ
現状確認

② ＜第１回ワークショップ＞
基本理念
集会所の使い方提案

A B

A 方向性の確認
プロジェクトの進め方を学ぶ
ワークショップの練習

学生作業

住民参加型
ワークショップ

検討・内容

理念

③ ④ ⑤

9/22　ゼミ　
9/27　②の練習

⑥

⑦

❽ ＜おひろめ会＞
飾り付け
セレモニー
屋台
アンケート
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3/18.25❽

10/6・13　ゼミ
10/20　　  打ち合わせ
11/1‐2　  合宿

11/10　ゼミ
11/15　打ち合わせ
11/17　ゼミ

C D E F G

B C D E F G学生作業内容

12/15　打ち合わせ
12/22　ゼミ
　　　  公社役員の方々へ
　　　  プレゼンテーション

1/19　ゼミ
中旬　学生向け説明会
1/24　打ち合わせ
2/7　  ゼミ

⑨

4/15.1610

＜DIY ワークショップ＞
ペイントパーティ
ウッドデッキDIY
おひろめ会の告知

3/16-25　DIY 参加

10

⑨4/6

＜会議＞
イベント詳細
当日の流れ

第１回ワークショップまとめ
テーマ決め、作るもの決め
プロジェクト戦略検討
ロゴ考案
事例集め
空間イメージ図づくり
11/3 で配布する書類作り

見積もりのための
　図面・模型作成
住民向けチラシ案作成

図面修正
公社役員の方への
　プレゼンテーション準備
住民向けチラシ修正

確定図面作成
予算調整
学生メンバー募集

工事現場視察
DIY 参加
チームづくり

おひろめ会準備
チラシづくり
飾り付け提案・準備
アンケート準備
ムービー作成

コミュニティマネジメント

スケジュール
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会議 発表提案 ワークショップ

まとめた意見を学生が持ち帰り検討。
事例集や提案資料を作成する。

＜学生作業Ａ～Ｄ＞

住民参加型ワークショップ②～④の進め方
理念や空間を検討する上でワークショップを運営した。

住民

公社学生
フロッグハウス

NPO法人 さんぴぃす

帝国機材

団地再生アドバイザー
堀内さん

大坪明教授

大工さん 日本ペイント

芦屋浜自治連合会

浜風幼稚園

兵庫県住宅供給公社
設計・工事 材料の提供

アドバイス

ワークショップ

連携会議

会議・予算・広報
イベント準備開催

構想・予算・広報
ルール・調整

2000 冊の絵本の提供

武庫川女子大学
生活環境学科

指導

鎌田誠史准教授

組織図

プロジェクトフロー

プロジェクト理念

「いつも誰かがそばにいてくれる多世代共助」

誰もが集える「拠り所」に

またあした、と言える場所を
住民・学生・公社、みんなで作っていく

使われていない集会所を再生

★持続可能なコミュニティ形成

★コミュニティ形成の場づくり

↓

第２集会所周辺だけでなく、いずれは６つの集会所を再編し、繋ぐことで
団地全体、さらには周辺住宅街まで多世代交流が波及することを目指す　　　　　　　　

またあしたプロジェクト
広報活動（ポスター配布）
集会所のおひろめ会（運営、準備）
住民主体での集会所活用のための検討
　（使用ルール、使用料金）

DIY への参加

構想
ワークショップ運営・まとめ
プロジェクトに関する資料準備
事例研究

ワークショップ運営・まとめ
集会所の空間づくり
　（企画、設計、住民・管理団体への説明）
集会所前広場づくり
　（企画、デザイン）

DIY への参加
　床貼り、壁塗り、ウッドデッキづくり

理念 空間デザイン リノベーション工事 コミュニティ

住民参加型DIY イベント
　（企画、準備、運営、まとめ）
広報活動
　（ポスター作成、SNS や大学 HPでの情報発信）
集会所のおひろめ会（企画、広報）
住民の担い手発掘のためのしかけづくり
　（おひろめ会、アンケート調査）
住民主体での集会所活用のための検討
　（使用ルール、使用料金）

リノベーション工事 住民主体での集会所活用のための検討
　（使用ルール、使用料金）

構想
意見発信
ワークショップ参加（理念）住民

公社

学生

構想
組織づくり
ワークショップ参加（理念）

意見発信
絵本収集
事業費
ワークショップへの参加（空間づくり）

予算
事業費（発注等）
ワークショップ参加（空間づくり）

凡例

芦屋浜高層団地について
芦屋浜シーサイドタウンでは、芦屋
市の独自開発と兵庫県の行政の一環
として、1969年から総面積125ヘク
タール（約38万坪）もの埋立地が完
成し、1972年に誰もが住みやすく都
市機能の充実した住みよい街づくり
を掲げ、開発計画が実施された。
その中でも芦屋浜高層団地は国家プ
ロジェクトとして提案競技が行われ
ることとなり、安全で快適さを重視
した住環境を目指し、約3年間の間に
29階から14階建・52棟3,381棟の高
層住宅が完成した。

兵庫県芦屋市南部の芦屋浜シーサイドタウンに位置する芦屋浜高層団地では子供の数が
激減し、幼稚園の廃園などが問題となっている。そこで住民（芦屋浜自治連合会）
と武庫川女子大学の学生と兵庫県住宅供給公社が提携し、芦屋浜高層団地の集会所を
多世代交流スペースとして武庫川女子大の学生を中心に企画・設計・リノベーションを
実施してきた。住民主体の住環境マネジメントの担い手として、多世代が共助的活動に
参加できるようになるために、対象を高齢者のみに限定するのではなく、子育て世代、
子供とも快適に居住できる住環境の再生をめざして、多世代が相互に関わることが
できる拠り所をデザインした。
団地内には 6つの集会所があり、今回改修したのは第 2集会所である。集会所の前には
広場があり、会議や町内のイベントに使われていたが普段はあまり使用されておらず、
閑散としていた。2016 年には近隣の幼稚園が廃園となり不要となった約 2000 冊の
絵本を活用し、子供からお年寄りまで、多世代で使える場所づくりを目標にプロジェク
トを始めた。2016 年夏から、住民参加型のワークショップが始まりそこで私たち学生
がファシリテーターを務め、住民の方の想いを引き出しながら集会所のリノベーション
プランを検討していった。プロジェクトのテーマは、またあしたも誰かがそばにいる
ように、との思いで「またあしたプロジェクト」と名付けた。プロジェクトは単なる
空間のデザインではなく、住民のネットワークを広げながら新しいコミュニティを形成
するため企画や設計、工事に至るまでワークショップを織り込みながら常に住民参加
できる機会を設けた。
2017 年 4月16日には完成イベントを学生が企画し、告知、開催した。当日は約 200
人もの住民の方が集会所に集まり、閑散としていた集会所が地域住民で溢れた。
これからは当初の目的である多世代交流の拠点として住民と学生が協働しながら担い手
の発掘やルールづくりなどのコミュニティマネジメントについて企画・運営を実施する
予定である。

プロジェクトについて

凡例
第二集会所

配置図

DIY ワークショップ❽
住民を巻き込んだDIY ワークショップを開催した。
芦屋浜高層団地内に集会所は６つあるが、住民の方に
その存在はあまり知られていなかった。
集会所を新しくするに当たり、よリ身近に感じてもらえるように、
DIY ワークショップを計画した。
２０人程の子供たちとその親御さん方が集まり、
学生も一緒に自分たちの手で空間を作った。

天井が低い

課題 改善点

キッチンが狭い

壁が汚れている

トイレに段差がある

多目的トイレがない おむつ交換台設置

キッチンを広く

天井を抜く

壁の塗り替え

フローリング続きに

ウッドデッキをつける広場とのつながりがない
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リノベーション工事で実現した課題と改善点

リノベーション工事中には住民参加型ワークショップ⑤～⑦とDIY ワークショップ❽を行った。
ワークショップ⑤～⑦では工事担当の方に協力していただき、住民の方への工事の説明や仕様決め等を行った。

住民参加型ワークショップ
⑤～⑦、⑨では集会所完成後
の使い方や、担い手の募集
方法について話し合った。

そこで10おひろめ会を開き、
集会所をより知ってもらう
ことを決定した。

ポスターでの告知の他に
SNS での広報活動も行った。

instagram : @kamatalab
facebook   : @mwukamatalab

第２集会所 おひろめ会

芦屋浜高層団地 第２集会所   

11:00-

-15:00

自由見学会！

自由見学会！

安全対策は自己責任でお願いします。１０歳以下の
お子様は、保護者の方と一緒にお越しください。

イベントについてのお問い合わせ先
兵庫県住宅供給公社ＣＳＲチーム
神吉（078-232-9578）・髙山（078-232-9583）
メール : mata-ashita@hyogo-jk.or.jp Ｎ

芦屋浜高層・高浜

第２集会所

オープニングセレモニー

たくさんの絵本が置かれた新しい集会所に生まれ変わりました！

▲ おひろめ会ポスター

2017 年 4月 16 日（日）　　準備：4月 15 日（土）
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10おひろめ会

お披露目会を開催した。一週
間前からポスターで告知し、
前日は地域の子供たちも一緒
に飾り付けを行い、その家族
に当日来てもらうことを期待
した。4月 16 日には約 200 人
もの 住民の方や廃園になった
浜風幼稚園の元園長さんなど
多くの方に来て頂き、賑やか
場所になった。        

自治体の方々は生まれ変わっ
たキッチンも使いたい焼きや
唐揚げ等の屋台を早くから準
備してくださった。子供たち
の飾り付けに加え、お花を贈っ
て下さった方もおり、集会所
がより華やかになった。「また
明日も来ていい？」と声をか
けてくれた子供たちもいた。


